
 

 

大野南中学校分校 夜間学級 学校経営について 

～夢を全力で応援する学び舎、喜びが満ちる学校～ 
  

１ 学校教育目標（大野南中学校本校・分校共通） 

「憧れ 共に はじめの一歩」 

  ○目標を持ち、自分らしさを求めよう。 

  ○お互いの良さに気づく、ゆたかな心を高めよう 

  ○失敗を恐れず、一歩前へ踏み出そう。 

 

２ めざす生徒像 

『〇学ぶ意欲をもち続ける生徒 〇自分をみつめ、進む道をさがしていく生徒』 

 

３ めざす学校像 

『自分らしい生き方を実現するための力を身につける学校』 

 ～豊かな人生を送ることができるよう学習機会の提供～ 

 

４ 学校経営の基本方針 

（１）中学校教育課程の実施と学年制による授業展開 

◇学習指導要領に基づき、中学校の教育課程の全教科の教育活動を 3 年間での卒業を目

指し学年制で行う。授業は原則として学年毎に実施する。 

（２）全ての生徒にとって喜びと意義のある授業の実践 

◇全ての生徒にとって、分かりやすく、楽しく、学ぶことの意義や有用性を実感できる

授業を実践する。 

（３）個に応じた学習支援・生徒支援の実施 

◇必要に応じて個別の学習支援や学習内容（日本語習得や小学校の学習内容等）を提 

供する。 

  ◇個に応じた支援を行うため、多層的な支援を実施する。 

（４）生徒人格の尊重と自己肯定感の育成、自己実現の支援、共生社会の一員としての 

資質の涵養 

◇生徒一人一人の人格を尊重し、自己実現を支援する。 

◇互いの個性や異なる文化を受容し認め合う雰囲気を醸成し、一人一人の自己肯定感を

高めるとともに、「共に生きる」社会の一員としての資質を涵養する。 

 

５ 実現のための具体的な施策 

（１）中学校教育課程の実施と学年制による授業展開 

①学習指導要領に基づき、中学校の教育課程として求められる各教科等（道徳、学級活動、 

総合的な学習の時間を含む）の教育活動を実践する。 

②一定の生活経験を持つ学齢超過の生徒、日本での生活経験が少ない生徒、小学校相当の学習

内容を十分に習得できていない生徒などを対象とし、また授業時数に制限があることから、



 

 

生徒の実情に合わせた分校（夜間学級）独自の教育課程を編成する。 

③授業は原則として学年毎に実施し、3 年間での卒業を目指す。 

（２）全ての生徒にとって意義のある授業の実践 

①全ての生徒にとって、分かりやすく、楽しく、学ぶことの意義や有用性を実感できるような

授業を実践する。 

②生徒が各教科の見方・考え方を働かせながら、教科の学習過程を通して、資質・能力を育成

できるように、生徒や学校の実態に応じて学習材を決定する。 

③全ての授業について全教員で検討・協議（教科外の教員を含む授業改善）する。 

④生徒の実態に応じた授業の構築のため、常に生徒を意識した授業シミュレーションや 

Ｔ２・Ｔ３の教員との協議を行い、「問い」の厳選、ユニバーサルデザインの工夫（母語、 

ふりがな等による補助）等の教材研究・教材準備の工夫を行う。 

⑤教員が授業研究に注力するため、カリキュラム・マネジメントを実施し、学校行事等を精選

する。 

（３）個に対応した学習支援・生徒支援の実施 

 ①学習や生活、進学及び就職に必要な資質・能力を育成するため、必要に応じて個別支援シー

トを作成し、全教員が個々の生徒の目標や課題を共有して指導支援に当たる。 

②全授業に補助教員（Ｔ２～Ｔ５）を配置し、授業の中で支援が必要な生徒に個別支援する。 

③日本語指導講師、青少年教育カウンセラー，スクールソーシャルワーカーを配置する。 

④個に対応した学習（日本語習得や小学校の学習内容等）の機会を提供するため、必要に応じ

て習熟度別授業や日本語授業を開設する。 

 ⑤教科の学習内容を理解すると同時に日本語の習得することを目指す「ＪＳＬカリキュラム」

を意識した授業を行う。 

⑥「やさしい日本語」を使用し、タブレットの翻訳機能や通訳等を活用し、母語による補助を

可能な範囲で取り入れる。 

⑦始業前（０時間目）に、希望者による個別補習（日本語指導や教科の補習）の場を提供する。 

⑧生徒の心身の安定維持および円滑な学校生活の実現を図るべく、関係機関と連携のもと、個

に応じた多層的な支援を実施する。 

 

（４）人格の尊重と自己肯定感の育成、自己実現の支援、共生社会の一員としての資質の涵養 

①学校に関わる全ての人間が、生徒を一人の人間として尊重する。 

②個性・考え・生き方等の人格を尊重し、生徒自身の自己実現を支援する。 

③教職員は生徒に対する敬意を忘れず、丁寧な言葉遣い・対応を行う。 

④互いの個性や異なる文化を受容し認め合う雰囲気を醸成し、一人一人の自己肯定感を高める 

とともに、「共に生きる」社会（共生社会）の一員としての資質を涵養できるようにする。 

 

６ 外部との連携 

（１）神奈川県教育委員会と協定締結市町村との連携 

 ①県立高等学校の施設を利用する。 

 ②県内他市町村から通える広域的な枠組みで運営していく。 

 ③神奈川県教委と県内各市町村教委との定期的な協議会を開催する。 


